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特集・第８回「子ども学会議」報告

総括
　日本子ども学会第 8 回子ども学会議 学術集会で、今、
まさに一人ひとりが考え、行動しなければなければな
らない「東日本大震災の子どもたちを支える」という
問題を真正面から取り上げた。昨年の 3 月 11 日に発
生した東日本大震災は、子どもたちにどのような過酷
な状況を与えたのか。それから約半年を経過したとこ
ろで、震災と子どもたちの問題を“客観的”に“科学的”
に考えてみることが必要であると思ったからである。
　午前の部のシンポジウム B は、「震災の子どもたち
を支える──阪神・淡路大震災が伝えるもの」と題し
て、午後の部のシンポジウム C は、「震災の子どもた
ちを支える──今なにが起きていて何が求められてい
るのか」をテーマとして活発な議論を行った。
　シンポジウム B では、1995 年に起きた阪神・淡路
大震災の貴重な経験をベースに、災害時に子どもたち
が置かれた様々な状況と、そこからいかにして立ち
直ってきたかを検証した。話題提供者として、遺児の
ケアに取り組まれた、あしなが育英会の八木俊介氏、

子どもたちの心のケアに尽力された神戸市教育委員会
の中溝茂雄氏、指定討論者には、神戸学院大学の小石
寛文氏をお迎えした。
　3 人の方々からのお話をうかがって、災害は命を奪
われるということ、生きる意味を揺るがすということ、
子どもにとっては死ねと言われるのと同じようなこと
などを実感した。その子どもたちに私たち大人は、何
をすることができるのか、具体的に考えなければなら
ない。そのためには普段から、子どもたちをどのよう
に支えてゆくのか、それを継続的に意識し続けている
ことがとても大切だと認識した。
　東日本大震災という未曾有な経験から学ぶこととし
て、未来を生きる子どもを中心とした“新しい絆”を
つくってゆくことが必要だと思っている。日本子ども
学会に参加している、私たち大人一人ひとりが、子ど
もの思いを感じとって、それぞれできる範囲内で具体
的な行動に移し、連携することが大変重要なのではな
いだろうか。

震災の子どもたちを支える
──阪神・淡路大震災が伝えるもの
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